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原子力発電所事故を受けた対応について

文部科学省が行った航空機を使った県内の放射線調査結果を検証するため、土壌、空間放射線量の

測定を行いました。調査結果は、５ページに掲載しています。

「柏崎刈羽原子力発電所の過酷事故時における対策の考え方」（事務局素案）
をとりまとめました。詳細は２ページに記載しています。

柏崎刈羽原子力発電所周辺の放射線監視について

土壌採取の状況（関川村大石ダム上流） 空間放射線量の測定状況（五泉市森林公園）

環境放射線監視調査結果速報

原子力広報事業のお知らせ

アトムイン フォメー ション

土壌、空間放射線量の調査結果について

2～4
5

6～8
8

○発電所周辺に設置したモニタリングポ

ストで、空間放射線量を24時間監視
しています。結果はホームページでご

覧になれます。

○環境試料（農産物、海産物）を採取し、

放射性物質の分布や蓄積状況を調査し

ています。結果は、四半期毎にとりま

とめ公表しています。

　詳細は６～８ページをご覧ください。



ATOM  INFORMATION

アトムインフォメーション
地域防災計画（原子力災害対策編）の
見直しの状況についてお知らせします

「柏崎刈羽原子力発電所の過酷事故時における対策の考え方」（事務局素案）
を取りまとめました。

　県は、福島第一原子力発電所における事故を踏まえた、より現実的な防災対策を早期に講じるため、

現時点で得られた事故の教訓や、原子力安全委員会が取りまとめた「原子力発電所に係る防災対策を

重点的に充実すべき地域に関する考え方」を踏まえ、「柏崎刈羽原子力発電所の過酷事故時における

対策の考え方」（事務局素案）を取りまとめました。これは、発電所における過酷事故（シビアアク

シデント）を想定した住民避難対策等、緊急的に取り組まなければならない課題への対策の考え方に

ついて、一定の整理を行ったものです。

　今後、この「考え方」の事務局素案について、市町村、防災関係機関等のご意見をお伺いした上で、

新潟県地域防災計画（原子力災害対策編）の見直しを進めます。

１　防護対策の基本的な考え方

・原子力防災対策を実施すべき地域は県内全域とします。

・避難等の基本的対応は、柏崎刈羽原子力発電所からのおおむねの距離等に基づき、下表のとおり

とします。

・即時避難区域（ＰＡＺ）　おおむね半径５km圏

　主として放射性物質放出前の避難等の予防的防護措置を準備する区域。特定事象の発生時には、電

力事業者の通報を受け、直ちにＰＡＺ外への避難を実施し、引き続きおおむね半径30㎞圏外への避難

を実施。

・避難準備区域（ＵＰＺ）　おおむね半径５～30km圏

　計測可能な判断基準に基づく避難等の準備区域。緊急時モニタリング結果等から必要な場合は、お

おむね半径30㎞圏外への避難等を実施。

・屋内退避計画地域（ＰＰＡ）　おおむね半径30～50km圏

　屋内退避や、安定ヨウ素剤、防護マスクの備蓄などの計画をあらかじめ策定する地域。必要に応じ

て、屋内退避、安定ヨウ素剤の服用等を実施。

・放射線量監視地域

　県内全域については、安定ヨウ素剤の備蓄などの計画をあらかじめ策定する地域とし、広域的な環

境放射線モニタリング等を実施。
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放射線量
監視地域

屋内退避計画地域
（PPA）

避難準備区域
（UPZ）

即時避難区域
（PAZ）

必要な防護対策や

防護資機材等

避難

屋内退避

防護マスクの配備

簡易マスクの配備

食料・物資の備蓄

安定ヨウ素剤の配備

モニタリング体制の整備
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　平成23年10月22日に技術委員会を開催しました。今回は、福島第一原子力発電所の状況について

確認していただくとともに、東京電力が柏崎刈羽原子力発電所で行う津波対策（防潮堤の設置等）

について議論しました。さらに、原子力安全・保安院、東京電力からストレステスト（発電用原子

炉施設の安全性に関する総合評価）について説明を受け、議論しました。

＜議題＞

・福島県における原子力災害の状況について

・柏崎刈羽原子力発電所における津波対策の進捗状況について

・安全性に関する総合的評価（ストレステスト）について

　当日の資料等は、県原子力安全対策課のホームページでご

覧になれます。

　http://www.pref.niigata.lg.jp/genshiryoku/

　福島第一原子力発電所の事故を踏まえた対応について引き

続き議論していただきます。

技術委員会の活動についてお知らせします。

技術委員会（平成23年度第３回）の状況
（平成23年10月22日）

地震、地質・地盤に関する小委員会委員による

断層の視察の状況（平成23年11月24日）

発電所の津波対策、ストレステストについて議論しました

地震、地質・地盤に関する小委員会委員が断層を視察しました

　平成23年11月24日、地震、地質・地盤に関する小

委員会委員が、福島県いわき市にある湯ノ岳断層を

視察しました。

　湯ノ岳断層は、東京電力福島第一、第二原子力発

電所から約40～50kmの距離にあります。東京電力は、

福島第一、第二原子力発電所の耐震評価にあたり、

活断層として取り扱っていませんでしたが、平成23

年４月11日の地震において地表面に断層が出現しま

した。そのため、東京電力が調査しています。

２　「考え方」の特徴

・ＰＡＺを即時避難区域、ＵＰＺを避難準備区域、ＰＰＡを屋内退避計画地域とし、対応をイメー

ジしやすい名称としました。

・避難指示・解除の基本的な手順等、避難等の対応の基本的な考え方を明記しました。

・県は30㎞圏以遠の市町村を避難者の受入市町村として、あらかじめ調整を行うこととします。

・広域避難を前提に、避難指示は、基本的に知事が市町村長を経由して実施することとします。

・安定ヨウ素剤の備蓄及び環境放射線モニタリング体制の整備の範囲を、県内全域とします。

・避難者のケアは、初動期は、受入市町村が避難対象市町村等と協力して実施し、一定期間経過後、

避難対象市町村に引き継ぐこととします。

「考え方」の事務局素案は、県原子力安全対策課のホームページでご覧になれます。

　http://www.pref.niigata.lg.jp/genshiryoku/
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柏崎刈羽原子力発電所で最近発生したトラブルについて

「原子炉等規制法」及び「電気事業法」に該当しない極く軽度な事象

平成23年９月11日　７号機　直流電源系の不具合

＜事象の概要＞

　定期検査中、４系統ある直流電源系統（＊1）のうち１系統の充電器が停止したため、平成23年９月11

日午後０時38分、東京電力は「運転上の制限（＊2）」の逸脱と判断しました。その後、停止した充電器を

予備のものと交換して復旧したため「運転上の制限」の逸脱から復帰しました（同日午後５時55分）。

　復旧までの間、同系統内の蓄電池からの電気供給に切り替わり、機器の制御やプラントの運転監視

は続けられました。

　東京電力は、原因調査を行うとともに、今回故障したものと同じ部品を定期検査中に交換すること

としています。

（＊1）機器の作動や制御用の直流電源を供給する系統 

（＊2）原子炉施設保安規定に定められた安全運転を確保するために遵守すべき事項。これを満足しな

　　い場合、予め定められた措置に基づき対応することになります。

＜事象の概要＞　（原子力だより vol.108 でお知らせ済み）

　東京電力が柏崎刈羽原子力発電所敷地内で採取した松葉から、人工放射性物質であるコバルト60を

検出したとの連絡がありました（平成23年９月１日）。

　検出された放射能は 0.11Bq/kg 生（採取したままの松葉１キログラムあたり 0.11 ベクレル）であり、

仮にこの松葉を1kg食した場合に受ける放射線量の合計は0.000003mSv（ミリシーベルト）となります。

これは、胸部Ｘ線検査 1回に受ける放射線量（0.05mSv）に比べ十分に低い値です。

＜調査結果＞

　県では、柏崎刈羽原子力発電所周辺（発電所構内及び敷地外）の複数箇所で松葉及び土壌を採取し、

追加調査を行いました。その結果、全ての試料でコバルト60は検出されませんでした。

【続報】柏崎刈羽原子力発電所周辺の松葉の調査について

蓄電池 (Ｂ)

直流電源母線 (Ｂ)直流電源母線 (Ａ)

蓄電池 (Ａ)

各機器に電気を供給各機器に電気を供給

充
電
器(

予
備)

充
電
器

故障のため
点検中

充電器
交流を直流に変換し、
蓄電池を充電すると
ともに直流電源母線
に繋がる機器に電気
を供給する

交流電源 交流電源

①充電器 ( 予備 ) の故障により、
　蓄電池 (Ｂ) と直流電源母線 (Ｂ)
　への電気の供給が停止

③充電器 ( 予備 ) を交換し、復旧

②蓄電池 (Ｂ) から
　の供給に切り替
　わった。

充
電
器
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　平成23年10月12日、文部科学省は航空機を使って本県全域の放射線量を測定した結果を公表しました。

このなかで地表面への放射性セシウム沈着量（計算値）が比較的高いとされた地点があったことから、

県は確認のため17市町村38箇所で土壌と空間放射線量を調査しました。また、モニタリングカーによる

空間線量の測定も行いました（10月19日～11月10日にかけて実施）。

＜結果＞

○　空間線量率

・土壌採取地点：0.05～0.20マイクロシーベルト毎時

　環境省の除染基準（0.23マイクロシーベルト毎時）を超える地点はありませんでした。

・モニタリングカーによる測定結果：0.030～0.13マイクロシーベルト毎時

（※）今回の事故発生以前に設置した柏崎刈羽原子力発電所周辺におけるモニタリングポストの通常の測定範囲：0.016

　～ 0.16 マイクロシーベルト毎時（１マイクログレイ毎時＝１マイクロシーベルト毎時として換算）

○　土壌中の放射性物質等

・放射性セシウム濃度：0～320ベクレル/kg

　農地の放射性セシウムの暫定規制値（5,000ベクレル/kg）を下回っていました。

・自然放射性物質（カリウム40、ウラン、トリウム）：12～1,400ベクレル/kg

　全ての試料から自然放射性物質が検出され、空間線量率に占める割合は約６割から10割であること

　が確認されました。

　今回の調査により、文部科学省の測定結果でセシウムの沈着量が比較的高いとされた地域の大半が、

天然由来の自然放射性物質による影響であったことを確認しました。

＜評価＞

　調査結果について、新潟大学理学部 工藤久昭教授から次の評価をいただいています。

「県内のごく一部に比較的高い放射性セシウムが検出された地点があるが、外部被ばくにおいては、１

ミリシーベルト/年（自然放射性物質によるものを除く）を超えることはない。なお、今後、沈着した

放射性物質が集積することも考えられることから、引き続き、監視していく必要がある。」

　平成23年11月11日、文部科学省はセシウムの沈着量の算定方法を見直し、測定結果を改訂しました。

改訂後の結果は、県が行った調査結果とよく一致した値となっています。

土壌、空間放射線量の調査結果について

項目
型　式 備　　　考定格出力

（万kW）
発電電力量
（MWh） 7月 8月 9月

設備利用率（％）
号機

1号機

2号機

3号機

4号機

5号機

7号機

6号機

BWR

BWR

BWR

BWR

BWR

ABWR

ABWR

110.0

110.0

110.0

110.0

110.0

135.6

135.6

963,420

0

0

0

2,454,990

1,610,864

3,046,144

101.9

0

0

0

101.2

97.0

102.0

15.9

0

0

0

100.8

62.7

101.3

0

0

0

0

101.2

0

101.9

BWR：沸騰水型軽水炉　ABWR：改良型沸騰水型軽水炉　　注：定格熱出力一定運転を行っているため、設備利用率は100％を超える場合があります。

（＊）燃料が消耗することで出力が緩やかに降下していく運転状態。電気出力が定格値以上の場合は、「炉心反応度低下による出力降下」、定格値を割ると「コーストダウン

　　運転による出力降下」としている。

柏崎刈羽原子力発電所の運転状況（平成 23 年 7 月 1日～9月 30 日）

8/6　第16回定期検査開始

第12回定期検査中（設備点検、耐震強化工事実施）

第10回定期検査中（設備点検、耐震強化工事実施）

第10回定期検査中（設備点検、耐震強化工事実施）

ハフニウムフラットチューブ型制御棒の動作確認のた

め、一時的に出力を降下（7/8～7/11，8/5～8/11）

炉心反応度低下による出力降下（＊）（7/3～7/7）

コーストダウン運転による出力低下（＊）（7/7～8/22）

8/23　第10回定期検査開始
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刈羽村

西山局
宮川局
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刈羽局

下高町局

荒浜局

赤田町方局

発電所
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柏崎刈羽
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市街局
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石
川
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陸
自
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道

鵜
川

39

38

36

34

35

34

37

33

37

37

33

33

34

33

34

33

35

31

36

36

38

36

70

84

72

78

69

86

67

78

73

70

67

84

73

87

74

79

85

84

63

81

79

82

0.330.0028

0.48

42

39

39

38

38

 

37

 

40

41

39

40

42

0.240.00055

0.49

0.053
0.370.0012

0.81

0.065 0.067

0.12

0.10

0.10 0.13

0.13
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柏崎刈羽原子力発電所周辺の

環境放射線監視調査結果速報（平成23年7月～9月）
　平成23年度第２四半期(平成23年７月～９月)の環境放射線監視調査結果速報をご紹介します。監視調査の

結果を新潟県原子力発電所周辺環境監視評価会議に所属する学識経験者に評価していただきました。

1 空 間 放 射 線

2 環境試料中の放射能

空間放射線量率
結果：最近５年間の測定値と同程度でした。

　モニタリングポスト(11局)で連続測定している空気中

の放射線の量の測定結果です。

　（単位：nGy/h　n：ナノ・10億分の１）

※測定値に0.8×0.001をかけるとμSv/h（マイクロシー

　ベルト毎時）です。

積算線量
結果：最近５年間の測定値と同じでした。

　空気中の放射線が３ヶ月でどれくらいの量に
なるかを発電所周辺地域内で測定しています。
そのうち監視調査地域内（22ヶ所）の最大値と
最小値は下記のとおりです。

（※）対照地点（５ヶ所）：出雲崎⑴、長岡市⑶、
柏崎市⑴

観 測 局 測定結果

西 山 局

宮 川 局

勝 山 局

刈 羽 局

発電所北局

発電所南局

赤田町方局

下高町局

荒 浜 局

土 合 局

柏崎市街局

（＊）

（＊）

（＊）発電所南局、発電所北局は平成21年４月１日か
　　ら測定を開始したため、過去２年間の結果との
　　比較になります。

グラフの見方 最近５年間の同一
四半期の測定値の
範囲
※核種分析については
　最近５年間の測定値

測定値の最小値が検出下限値未満（検
出されず）の場合は、グラフの左端を
斜線で表示しています。

平均値 今回の測定値の範囲

（mGy/91日　　m：ミリ・千分の一）

　環境試料中の放射能については、全ベータ放射能測定と原子核の種類毎に

放射能を測定する核種分析を行っています。

①全ベータ放射能測定（試料中の放射性物質が放出するベータ線を一括測定し、おおよその放射能レベルを求めるもの）

浮遊じん(＊) 結果：最近５年間の測定値の範囲内でした。 （単位：Bq/m3）

柏崎市街局 刈羽局 西山局

（＊）「浮遊じん」とは空気中のほこりです。これを６時間収集し、５時間後に測定しています。５時間後に測定するのは、天然放射性物質
　　（ラドン崩壊生成物によるもの）の影響を少なくするためです。

評価結果（概要）

・一部の試料で福島第一原発事故等に由来すると見られる人工放射性核種が検出されているが、健康に

影響を与えるレベルには無い。



※参考値：チェルノブイリ原子力発電所事故時（昭和61年度）の測定データの最大値

大 気

飲料水

監視

地域

対照

地域

トリチウム
[調査試料名]

・大気
・陸水　飲料水

0.019

0.011

0.011

0.0067

0.38

0.90

②核種分析（セシウム-137、ストロンチウム-90などの放射線を放出する核種（原子核）毎に放射能を測定）

　結果：下記のとおりです。

調 査 核 種 試料名 測 定 結 果 単 位

放射性セシウム
放射性ヨウ素
[調査試料名]

・浮遊じん

・降下物

・陸水　飲料水

・土壌　陸土

・畜産物　牛乳

・海産物　貝類、藻類

・指標生物　松葉

松 葉

降下物

陸 土

飲料水

浮 遊

じ ん

セシウム

134

セシウム

137

セシウム

134

セシウム

137

セシウム

137

セシウム

137

セシウム

134

セシウム

137

藻 類
セシウム

137

貝 類
セシウム

137

牛 乳

貝 類

牛 乳

セシウム

137

※参考値

0.0026

0.0059

100

240

0.0037

89

1.1

検出されず

0.89

6.7

14

0.085

検出されず

未調査

1.9

Bq/m3

Bq/m2

Bq/Ｌ

Bq/kg乾

Bq/Ｌ

Bq/kg生

Bq/kg生

Bq/kg生

Bq/Ｌ

Bq/kg生

Bq/m3

Bq/Ｌ

0.000014

0.0000051

0.000013

0.0000041

0.20 0.75

5.4

0.22 0.87

5.2

202.5

342.1

0.0019

0.0013

0.012

0.017

今回の測定値　0.11

最近５年間では検出されていません

今回の測定値　1.8～2.2

最近５年間では検出されていません

今回の測定値　0.017

最近５年間では検出されていません

0.047

0.035

2.31.8

0.10

ストロンチウム-90
[調査試料名]

・畜産物　牛乳

・海産物　貝類

0.035

0.017

77

次ページに続きます☞
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新潟県防災局原子力安全対策課
住　　所 〒950-8570　新潟市中央区新光町４番地１
電　　話 025－282－1696 ファクシミリ 025－285－2975
ホームページ http://www.pref.niigata.lg.jp/genshiryoku/
電子メール ngt130030@pref.niigata.lg.jp

空間放射線のリアルタイムの測定値、過去の環境放射線監視調査結果については、新潟県放射線監視センターのホームページ

でご覧になれます。　　http: / /www.pref .ni igata. lg . jp/houshasen/

物質が放射線を放出する能力をいい、１秒間に１個の原子核が崩壊するときは１Bqの放射能と

いいます。ちなみに、自然放性物質のカリウム-40は、成人男性の体内に約4,000Bq あります。

放射線が空気などの物質に吸収される量をエネルギーで表す単位です。

人間が放射線を浴びたとき、どのくらい影響を受けるかを表す単位です。人間は普通に生活し

ていても自然界から１年間で約1.5ミリシーベルト（日本平均）の放射線を受けています。なお、

県が行っている放射線の測定値（Gy）に0.8 をかけるとシーベルトになります。

放射能の量：Bq（ベクレル）

放射線の量：Gy（グレイ）

　 　 　 　 Sv（シーベルト）

放 射 線 の 単 位

お問い合わせ先：県原子力安全対策課　TEL：025－282－1697

原子力広報事業のお知らせ I N F O R M A T I O N

～平成23年度事業の実施状況について～

　平成23年11月19日、新潟工科大学で開催された

「青少年のための科学の祭典」に参加出展しました。

「べータちゃん」（GM式放射線測定機器）を使って

簡単なゲーム等をしながら、放射線について学びま

した。

青少年のための科学の祭典に参加出展しました。

お問い合わせ先

公益財団法人　柏崎原子力広報センター
電　　話　0257－22－1896
ファクシミリ　0257－32－3228
電子メール　i n f o @ a t o m u s e u m . j p

原子力広報研修施設「柏崎原子力広報センター」にぜひお越しください。

h t t p : / / w w w . a t o m u s e u m . j p

※新潟県、柏崎市、刈羽村、出雲崎町から受託した事業を行っています。

※その他の事業もございます。ホームページをご覧ください。 

鵜
川

国
道
8
号
線

鯖
石
川

海洋生物環境研究所

至新潟

国道3
52号線

国道8号線
国道116号線

歩道橋

柏崎刈羽原子力発電所

至上越

柏崎I.C
西山I.C

北陸自動車道至上越

至小千谷・十日町 至長岡 至長岡

至新潟

至新潟
　長岡

●サービスホール

日　本　海

国
道
252
号
線

柏崎

西山刈羽
荒浜

東柏崎 西中通

N

柏崎原子力広報センター
アトミュージアム

調 査 核 種 測 定 結 果 単 位※参考値

検出されず

0.0010

Bq/m3

Bq/m2

プルトニウム
[調査試料名]

・浮遊じん

・降下物

検出されませんでした。

検出されませんでした。

※参考値：チェルノブイリ原子力発電所事故時（昭和61年度）の測定データの最大値

浮遊じん

降下物
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